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標準圧 密試験結果を利用 した二 次圧密 の予 測

Prediction　of　secondary 　consolidation 　based　on 　results 　of　a　standard 　oedometer 　test
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1．　 ま え が き

　標準圧密試験末期 に 観察され る 二 次圧密は，一
定有効応

力 の も とで進行す る 土粒子骨格の ク リープ
， 圧密試験機 の

側面摩擦 お よ び
一

次元 圧密中の 主応力差 の 増加 な どが主た

る 発生原因 とい わ れ て い る
1）・2）

。 こ の ＝ 二次圧密現象は，標

準圧密試験特有の もの で あ り， 実際地盤 で は 長期 に わ た る

一次圧密 に包含され分離 し て 表 れ ない と されて い る 。

　 しか し ， 軟弱地 盤 上 の 盛土工 事現場 の 長期観測結果 に よ

れば，実際地盤 に お い て も二 次圧密 と思 わ れ る沈下が 継続

して い る場合が か な り多 い 。供 用 後 の こ の よ うな 二 次圧密

的沈下 に よ る影響は，極 め て 大き い の で 設計で も二 次圧密

を よ り適確 に 把握す る必要 が あ る と思 われ る
S⊃。

　筆者ら は ， 従来よ り正規圧 密粘 ニヒの 二 次圧 密 を，一
次元

圧 密中の 主応力差 の 増加 に 伴 う負 の ダイ レ イ タ ン シ ーの 発

生 とそ の 時間依存性に よ る もの とし て ，二 次圧密を考慮 し

た一次元圧密解析法 を報告 して い る
，）．今回 こ の 報告 で は，

こ の 解析法 に よ る 二 次圧密の 予測 に必 要 な 土質定数 を ， 簡

便 で か つ 広 く普及 し て い る 標準圧密試験結果 か ら求 め る方

法 を明 らか に し た。また 標準圧密試験結果を用 い た計算 と

現場 に お け る圧 密沈下観測例 を比 較 し，解析法 の 適用性を

検討 した。

2， 一次元 圧 密に おけるダイ レイタ ン シーと

　　　 二 次圧密予測法

　 2．τ 等価有効応力 と体積変化

　一次元 圧 密中の 粘土 要素 に作用 す る最大 ・最小主応力増

分 の 比 K ← 4a3fAσ 1） は ， 載荷直後 の K ・ ・ 1 か ら圧 密 と と

も に減少し，最終的 に は 静止 土圧係数 K
。（＝ dσ♂1dσ、つ に

等 し くな る
2）。 一

次元 圧密 中に 生 じ る体積ひ ず み ASvは，

平均有効主 応力 の 増分 ∠Cmt （；（dalt＋ 2A σ 3
’

）13）と，　 K の

減少 に よ っ て 増加す る 主応力差 の 増分 daα（＝Aa
、
− Aa3）に

伴 う負 の ダイ レ イ タ ン シ
ー

に よ っ て 生 じ る 体積ひ ず み，そ

れ ぞ れ d εm と Aedの 和 と し て 表す こ とが で き る。ま た飽 和

粘土中の 問隙水 が 流出す る こ と に よ っ て 消失 し た過剰間隙

水 圧 に 対応す る 有効応力増分 を等価有効応力増分 4 σ♂　と

定義 す れ ば，体積 ひ ず み と の 間 に 次の 関係が得られ る。

　　　dev＝ dSm＋dSa＝mv ＊ ・（Aσ m
’

＋ D ・riσの

　　　　 ＝ ntv
＊ ・」σ 〆………・・…………・……・・…一……（1）

　 こ こ に，mv ＊ は，等価有効応力 に 対 し て 定義され た体積

圧縮係数 ， D は ダイ レ イ タ ン シ
ー係数で ある 。

　 2．2　二 次 圧 密予測 法

　一
次元圧密中 に生 じ る ダイ レ イ タ ン シ ーの 影響 を考慮 し

た一
次元圧密解析を行 うた め こ の 報告で は，三 笠 の ひ ずみ

に 関す る
一

次元 圧密方程式 を用 い る
5）。

　　　箒一ら券……………・一…一 一……・…一 …〔2｝

　こ こ に ，Cv は 圧 密係数，　 t・X は そ れ ぞ れ時間 ・位置座標

で あ る。

　こ の 三 笠 の 圧 密方程式を式（1｝に 示 した体積ひ ず み と等価

有効応力 の 関係 を用 い て 誘導す る こ と は 可能 で あ る 。 た だ

し， 従来 よ り
一

次元圧密に お い て 生 じ る 体積 ひ ず み は ， 最

大有効主応力の関数 と して表 され る の に対 し ， 筆者 らは ，

等価有効応 力の 関数 と考えて い る の で，式   の 誘導時 に 使

わ れ る 連続条件式 が ， そ れ ぞ れ次の よ うに な る。

　　　箒一 舟餐………・・………・…一 ………・・（2 − a ）

箒鴇誓……………・………………・・…（2 −・）

　
＊
東海大学教授　工 学部 土木工 学科

纏 東海大学 助教授　工学部土木工学科
＊ ＊＊

  オオバ 　土 木設 計部 主任

March ，1981

　式   は，圧密中圧 密係数が一
定 で，自重 の 影響や 層厚 の

変化 を考え な い 最 も簡単な 圧 密方程式 で あ る が ， 圧密 中圧

密荷重が一定とい う仮定を必要 と し ない た め，圧密荷重あ

る い は等価有効応力の 変化を体積ひ ずみ の 境界値 が 時間 と

ともに変化す る境界値問題 と して取 り扱 うこ とが で きる。

　 い ま一
次元圧密中に 発揮され る ダイ レ イ タ ン シ

ーを時間

依存性 とす れ ば ， 排水面 に接す る粘土要素の 応力経路と体

積ひ ずみ の 経時変化 は ， 図
一 1に示す よ うに な る．図 一1

に お い て 粘土要素 に 作用 す る 圧密前後の 平均有効応力 amt

は ， A ，　 C 点，載荷直後 の 平均全応力 σ nt は B点で 示 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ

る 。 した が っ て ，一
次元 圧密 中の 有効応力経路 は AC

， 全
　 　 　 　 　 づ

応 力経路 は BC と な る。ま た一
次元圧密中に生 じる ダィ レ
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図一1　一次元 圧密 にお け る応力経路と体積ひ ず

　　　 み の 経時変化

イ タ ン シ
ー

の す べ て が時 間 依存性 で あ る な らば K 点 と E 点，

G 点 と H 点 は
一

致す る こ と に な る 。

　次 に ダイ レ イ タ ン シ
ーが体積 ひ ず み〜時聞関係 に 及ぼす

影響 を次の 三 種類の 場合 に つ い て 検討 す る 。

　 （11D ＝0 ダ イ レ イ タ ン シ
ー

は 生 じな い 。

　   　D ＝2〆3 ダ イ レ イ タ ン シ
ー

は 生 じ る が時間に依存 し

　　 な い
。

　（3） D ＝a ・里og （4オ
。） a

，
　 to＝ 定数　ダイ レ イ タ ン シ

ーが

　　時間 の 対数 に 比例 して 生 じ る。

　ダ イ レ イ タ ン シ ーが こ れ ら三 条件 の い ずれ か に 従 う場合，

排水面 に 生 じる体積ひ ず み の 経時変化 は ， 図
一1に お い て

　　　　　　　　　　づ 　　　　　り
（1｝dεCt＝ O で あ る か ら HJ と GI は

一
致す る。（2）　dεd は正

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　　 　 　 づ

で，時間に 依存 しない た め GI と HJ は平行で あ る 。 〔3｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

d ε
a が時間の 対数 に比 例 し て 増加す る 。

HJ 間。 ま た こ れ

らに対応 す る 圧密層全体 の 平 均体積 ひ ず み〜時間関係 は ，

図一2 に示す よ うに なる 。

　図
一 2よ り　（1）と〔2｝の 体積ひ ずみ 〜時間関係 は ，Terzaghi

（テ ル ッ ァ
ーギ） の 圧 密理 論の それ と一

致 し，   で は圧密

時間の お お よ そ 20分以降で体積ひ ず み が 時間の 対数に比例
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図一2　体 積ひ ず み〜時 間関係

し て 生 じ る の が 分 か る。

　従来，一次圧密 と二 次圧 密 は，そ れ ぞ れ 別個 の 現象 とし

て 取 り扱わ れ て きた が，図
一 2 の 体積ひ ず み〜時間関係 は．

そ れ らの 現象 が 飽和粘土 の 体積減少 過 程 とい う点か ら，全

く同一
の 現象 で ある こ とを意味 して い る と考え られ る。し

た が っ て ， 排水距離 の 大小 に よ らず ダイ レ イ タ ン シ ーが時

間 の 対 数 に比 例 し て 生 じ る と仮定すれ ば ， 実際地盤 の 二 次

圧密の 予測 が 可能 と考え られ る。

3．　 解析に必 要な土質定数の 決定法

　図
一 3 は，標準圧 密試験 の 体積 ひ ず み〜時間関係を模式

的 に 描い た もの で あ り， こ の デ ー
タ
ー

か らダイ レ イ タ ン シ

ー
の 影響 を考慮 し た一

次元 圧密解析に 必 要 な土 質定数を決

定す る。

　2．の 考察か ら二 次圧密 は，ダイ レ イ タ ン シ
ー

の 時間依存

性 に よ る もの と し，ダイ レ イ タ ン シ
ー
係数 D は 式（3＞で表す

よ う に時間の 対数に 比例 す る もの とす る。

　　　1）　：a ・lo9（t！　to）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〔3）

　 こ こ に ，
a は 定数，　 t は 時間 ，

　 t
。 は ダイ レ イ タ ン シ

ーが

発生 し 始 め る時間 で あ る 。

　体積ひ ず み が時間の 対数 に 比 例 し て 生 じ る二 次圧密領域

で は，圧密層内各点 の 有効応 力 は ほ ぼ一定 と考 え られ る の
．

で， 二 次圧密領域内 の 任意時聞を ts とす れ ば， 二 次圧密

速度 α（＝ 　dεv！d 　log　t） は，式 〔4）で 表 され る 。

α ＝　 mv ＊ ・a ・lo9（10ts／ts）・dσ Ct　 ： mv ＊ ・a ・Aσ d …　一・・一・（4〕

ま た 時間 ts の 体積ひ ず み diεvs は 式（工は り，

　　　dεvs ＝ Mv ＊。（damt 十 a ・log（tsfte）・d σa ）　・・・・…　一・…　〔5）

とな る。式（4），   よ り a を求 め ，
a を式  に 代入 す る こ と

に よ っ て Mv
＊

が決定で き る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 α ・tiσ mt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・．・…　鱒・・…　，・・・・…　｛6）　 　 　 a ＝ ＝

　　　　　（Aε
vs
一

α
・io9（ts！to））・d σ d

　圧密係数 Cv は，本来，等方圧密試験 か ら求 め る べ き も

の と考え られ る が， 図
一2 か ら明 らか な よ うに，標準圧密

試験程度の 排水距離で は ， 圧密度50％程度 まで圧密量
〜

時

間関係 は ダイ レ イ タ ン シ
ー

の 影響 をほ と ん ど受 け な い の で ，

圧密量〜時間関係 に 曲線 定規法を適用 して Cv 値を決定 し

て 差し支 え ない と考え られ る 。ただ し，曲線定規 の フ ィ ッ

テ ィ ン グは ， 圧密度 50％ ま で の 定規 を用 い る こ と が前提 で

齣ピ
鴫

躯
b

駆

時 問 （対数）

　 　 　 　 t，

0 PG

　　　　　  ．↓盡 、

　 　 　 　 　 　 　 　
ISd

　　1
α
＝ゴε！ゴb9 ‘　　　　　　 耳 ］α

図一3　一
次元圧密 に お ける体 積 ひ ず み〜時間関 係の槙 式図

土 と基 礎，29− 3 （278）
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あ る。

4．　 二 次圧 密予 測法 の適用性

4．1　室内圧 密試験 に よる検討

（1） 試料お よ び実験方法

　実験 に は ，表
一 1 に物理的性質を示す 7 種類 の 練返 し 粘

土試料 を用 い た。飽和試料を得 る た め 液性限界付近 ま で 加

水 し，十分練 り返 し た試料を直径 20cm の 固定 リン グ式大

型圧密試験機を用い ，圧 密荷重 Po≡ 0．　1　kgf，tcm2 で 10日 間

圧 密 し た 。圧 密後の 粘土塊か ら標準圧 密試験用供試体を 採

取 し，7 日間隔 で 圧密荷Ut　P ＝ O。4，　L　6，6．4kgf／cm2 を 加

え，圧密沈 下 量 の 経時変化を測定した。

　  　実験結果 と計算例

　解析法 の 適用性を室内圧密試験結果 を 用 い て 検討す る 。

図
一4 ，5 は 試料A ，B の 室内圧密試験結果 か ら体積ひ ず

み の 経時変化 を プ ロ ッ ト した もの で あ る 。 こ の 試験結果 か

ら二 次圧密速度 α ，時間 ts（＝1440 分）に お け る 体積ひ ず

み dErs な らび に 圧密荷重増分 d σ m
’

，　 Aaa を求め ，前章 に

示 した 手順 に 従い ダイ レ イ タ ン シ
ー

係数や体積 圧 縮 係 数

Mv ＊ な ど解析 に必 要な 諸定数 を求 め た結果 が表
一 2 で ある 。

　表
一2 の 諸定数 を用 い 体積ひ ずみ の 経時変化 を計算 した

結果 が 図
一4 ， 5中 に実線 で 示 して ある。両図 か ら明 らか

表一1　 試料 の 物理的性 質

試　　料 A

　 GsWL

　 （％ ）
’

Wp 　 （AOo）

粘土 分 （％ ）

シ ル ト分
　 　 （％）

Lig 　（瑠 ）

　 K ［，

2．　6782

．6

蟹｝．854

．041

．0

B

　 2．　05463

．2193

．6

　 　 　 45．0

0，42　1　　0．囲
　　「

C

2．41176

．494

．4

18．00

．27

DE

2．69135

．684

．064

．0　 ．

28．08

．00

．48 ，

2．6549

．722

．972

．028

．0

0．50

F

2．6848

．028

．768

．032

．0

G

0．46

2．6880

．039

．5

〔1ご

　 2

§

橋 　4

や

　 6

灘
　 8

1

0．48

1．O
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o
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匚
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込
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o 　 実測値 、

一 計算値 Pこ6・縅 。
・

図一4　 試料A の 体積 ひずみ の 経 時変化

な よ うに計算と実測 に よ る 体積ひ ずみ の 経時変化 は か な り

よ く一致 して い る 。 ダ イ レ イ タ ン シ
ーが時 間の 対数 に 比例

して 生 じ る と仮定 して 計算 し た 結果 で は ，
二 次圧密領域 で

生 じ る 体積 ひ ず み の ほ とん ど が ダイ レ イ タ ン シ
ー

に よ る も

の で ある 。 ダイ レ イ タ ン シ
ーに よ る 体積ひ ず み は ，

一
次圧

密中 に も生 じて い る の で 本解析法 に よ れ ば ，

一
次圧密 と二

次圧密を特 に 分離 せ ず
一

連 の 体積 ひず み〜時間関係 の
一

部

と し て 二 次圧密 が 予測可能 で ある 。

　ま た 表
一 3 は 全試料 の 二 次圧密速度 α の 実測値 と計算値
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図一5　 試料 B の 体 積ひ ず み の 経 時変化

表
一2　解 析 に 必 要 な 諸

’
定 数 （室 内試 験）

試 　　 料 P （kgflcm2） 」σ
d（kgf．．厂cm2 ） 」σ

皿

尸
（kgf．’℃m2 ） 4ε

參s　 （％ ） π　　（％） α
勘

＊
（cm21kgf ）　 ‘

，
・（c 皿

21’min ）

0．4 0．174 0．184 5．95 0．55 0，138 0．229　 　　 　　  ．00卯

A 1．6 e・69・　 1 ・・736 8。14 0．55 0091 0087 0018

6・・ 巨 ・・ 2．944 1… gl ・・58 巨 ・74 0．021 0．0337

0，4 ・ 216i

．．

姦・56

一
　 17．09 2．10  ．145 0．671 0．0244

B 1．6 0．864 0．624 24，49 2．30 0．095 O，276 0．0271

6．4 ・・45一 2．496 26．86 2．30 0．085 0．079 0．014
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表一3　二 次圧 密速度の 計算値 と実測値 の 比 較

試 　料

No ．

荷 重

・劃 。 9，e．
，

A − 1

A − 2

B 一ユ

o．lo

．41

．6

O．10

．41

．6

e．1e

．41

．6

0，31

．24

．8

O．31

．24

，8

O．31

，24

．8

実 測 二二次
圧 密速度

（％ ）

0．550

．550

．58

0．500

．530

．55

2．102

．302

．3Q

B − 20

．10

．41

．6

0．31

．24

．8

3，002

．903

．QO

C − 1O

．10

．41

．6

C − 2o

．10

．41

．6

D

0．10

．41

．6

E − 1

E − 2

O．10

．41

．6

O．10

．4L6

F − 10

．10

．41

．6

F− 20

．10

．41

．6

G − 1

G − 2

0．10

．41

．6

0，10

，4

工．6

0．3

！．24

，8

2．102

，001

．70

0．31

．24

．8

0．3L24

，8

0．31

．24

，8

0．31

。24

．8

0．31

．24

．8

O．31

．24

．8

O．31

．24

．8

0．3L24

．8

2．152

．30

］．75

o，500

．800

．70

0．210

．280

．29

0．220

．300

．20

0．ユ70

．330

．35

0．230

．350

．43

O．650

．550

，66

0，440

．45D

，70

言1．算二 次

圧 密速 度

（％）

O．550

，560

．59

0．5DO

．530

．55

2，112

．3 

2．31

言1算／ 実測

1．001

．01LOI

1．001

．001

．00

1．011

．001

，00

3．012

，923

．  1

1，001

，011

．00

2．102

．DO1

．70

ooooooLL1

2．162

．311

．76

0．500

．800

．70

0，220

．280

．29

0．220

．300

，20

O．17Q

，330

．35

G．230

．360

，42

O，650

、560

．67

0，450

．450

．70

1．001

．Ol1

，0G

1．01LOO1

．00

1．020

．99LOI

1．00LOIl

．00

1．021

．ooLOO

LOO1

．020

．99

1，001

．011

．Ol

1．011

．001

．00
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を比 較 し た もの で あ る
。 両者は極め て よ く一致 して お り，

沖積粘土 か ら泥炭ま で二 次圧密速度予測法 と して 本解析法

の 幅広 い 適用性が認 め られ る。

　4．2 現 場 圧 密沈下観測例 に よる検討

　盛土工事終了後約 2000 日以 上 経過 し， 現在 も二 次圧 密

的沈下 を継続 して い る A ，B2 団地 に 隣接 し，盛土 を 実施

し て な い 地点 で 試料を採取 し ， 標準圧密試験を行う機会に

恵 まれ た 。 そ こ で そ の 試験結果 を利用 して 無処理 で 盛土 が

施 工 され た現場 の 二 次圧密を含 む 圧密沈下量〜時間関係 を

予測 し ， 実測値 と比較す る こ とを試 み た。

　 A 団地 ： A 団地 は ， 静岡県袋井市 に ある。団地 は，太田

川 お よ び 原野 谷川 の 沖積デル タ 地帯 に 続く台地 を南北 に刻

み 込 ん だ 沖積谷 を全面的に盛土 して造成され た s 谷中央 の

軟弱層 は ， 約14m位の 厚さが あ り，上部は層厚 5m 前後 の

泥炭層，下部は シ ル ト層 か ら な る 。

　B 団地 ： B 団地 は ， 千葉県柏市に あ る 。 団地 は ， 利根川

支流 に よ っ て 形成され た厚 さ約 4m の 泥炭層 と 1 〜9m の

砂質 シ ル ト層 か らな る軟弱地盤上 に造成 され た。

　現揚 の 盛土荷重 に ほ ぼ等 し い 圧密荷重 に よ る 圧 密試験結

果 を用 い ，前章 に 示 し た 手 順 に 従い 解析 に 必 要 な 諸定数 を

決定 し た結果が 表一 4 で あ る。また こ れ らの 定数を用い て

現場の 圧密沈下 量〜時間関係を予 測 し実測値と比較した の

が図一 6で あ る。

　図
一 6か ら明 らか な よ うに圧密沈下速度に つ い て は 計算

値 と実測値の 問に か な り大き な ずれ が認 め られ る。こ の 原

因 につ い て は ， 圧 密係数決定上 の 間題 ば か りで な く， 盛土
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図
一6　 現場圧 密沈下 量〜時 間関係 と計算曲線 の 比較

表
一4　 現揚の 圧 密沈下解 析 に 用い た諸定 数

鼬
軟
鬻陀 灘蘚） （

　　
Cltem’
t
！rnin ）　　　　　　　1

A
　 500
　 　 　 　 　 　 0458
（泥炭層 の み ）

　 3．踟
（泥 炭 層 〕

Bl
　 　 　 1．20
　 　 （シル ト．臀〕

1．04

0179

O．090

O．037

　 　 I　　　 mTt 中

a

　 I（・m
コkgf）

039 a824

0，18 o．254

0．08 O．134
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施工 中の せ ん 断変形の 影響 が か な り大きい と考 え られ る 。

しか し，二 次圧 密速度 は か な りよ く
一

致 して お り，標準圧

密試験 の 圧密量〜時間関係 を利用 し た解析法 に よ っ て 現揚

の 二 次圧 密速度を か な りの 精度で予 測 で きそ うで あ る．

5．　 む　す　び

　標準圧密試験で 観測 され る 二 次圧密現象は，一
次元圧密

中に 発揮 され る 負 の ダ イ レ イ タ ン シ
ーの 時 問依存 性 に よ る

もの と解釈 し， そ の 影響 を考慮した解析法 に よ っ て 二 次圧

密 の 予測 が 可能な こ と を報告 した e

　標準圧密試験 の 二 次圧密 を含 め た圧密量〜時間関係 を 利

用 して 計算 した 二 次圧密速度 は ， 標準圧密試験 で 測定 され

る そ れ と ほ ぼ一
致 す る。すな わ ち本解析法 に よれ ば現場 で

も室内圧 密試験 と ほ ぼ同等 の 二 次圧密現象 が 生 じ る こ と に

な る。

　従来二 次圧密 は 室内圧密試験特有 の 現象 と され 実際の 沈

下解析で は 無視 され て きた が，盛 土 施工 後約 5000 日経過

した 現在 で も二 次圧密的沈下 が 継続 し て い る とい う高速道

路 の 観測結果 もあ る の で ，今 後更 に 室内な らび に現場 の 二

次 圧 密現象の 相 互 比 較 が必 要 と 思 わ れ る。
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磁 気 探 査

苦　 曲
　
火・

匹

寿

瞬

寿

　磁気探査 と は，陸上 ， 海上 あ る い は 空中で ， 地球磁場や

地球磁揚の 変化を測定 し て ， 地 下 の 磁性体 の 分布 を求め る

こ とに よ り，地 球内部 の 地質構造， 岩質お よ び資源 な ど を

調 べ る物理探査 の
一

っ の 方法 で あ る。

　磁気探査に お い て は，一
般 に 磁力計 （ある い は磁気傾度

計）を用 い て 探査区域の 磁場 を測 る。こ の 磁場 は，地 球本

来の 磁場 （標準地球磁場） と地 下 の 強磁性体物質 に よ る 磁

場 との 重合で あ る の で ， こ れ か ら標準地球磁場 を 差 し引 い

た もの を磁気異常 と称し て い る 。

　磁気異常は ，地下 の 磁性体 の 分布 に よ っ て 生 ず る も の で

あ る か ら，こ れ に 基づ い て 地下 の 磁性体 の 分布 を推定する 。

　 こ の 方法は，金属鉱床特 に 磁鉄鉱鉱床 の 探査 に 始ま っ た

が ， そ の 後非鉄金属鉱床や石 油鉱床の 基盤岩 の 探査 に利用

され る よ うに な っ た。ま た，近年 で は，建設 工 事 の 地盤調

査や 埋 没 鉄 類 （機雷 や 爆弾） の 探査 に も広 く用い られ る よ

うに な っ た の で ，
こ こ で は地盤調査や 埋没鉄類の 探査 にっ

い て 説明す る。

1．　 測 定 機 器

磁気探査 に は，直接磁力を測定す る 磁力計と磁力の 変化

を測定す る 磁気傾度計が あ る。こ れ らの 機器の うち，一
般

に 用 い ら れ て い る もの を表一 1 に示 す 。

2．　地 盤調査の実例

章
日本物理探鉱  　徹表取 締役

M 巴 rch ，1981

　豊予海峡の 海底地質の 調査 に セ シ ウム 磁力計を使用 し た

実例につ い て 説明す る 。

　測定方法 と し て ，観測船 （自航船）に セ シ ウム セ ン サ
ー

を木 わ くに 取 り付 け，船尾 よ リ ロ
ープ で え い 航 し磁力値 を

観測す る。こ の 際，船位 は 電波測距機を用 い る。そ して観

測 され た 磁力値 よ り磁気原図 を作成 し，国際標準地球磁場

（IGRF ）を計算 して ，
こ れ を差 し 引 き IGRF 残差磁気図

を作成す る。次 に こ の 図を基 に し て ，岩体 の 平面形状 を抽

出す る た め の フ ィ ル タ ーと し て 鉛直 2 次微分 を，ま た， ロ

ーパ ス の フ ィ ル ターと して 5次傾向面解析を行い ，それぞ

れ の 磁気図 を作成す る 。 こ の よ うな操作を行 っ て 解析 さ れ

た 大略の 地 下構造 は，浚渫 や そ の 他 の 調 査 か ら推定 され た

地下構造を良 く反映 し て い る こ とが分か っ た。す な わ ち，

磁気異常帯 が 背斜や向斜 の 構造 と対応 し，更 に 強磁性岩 で

あ る 蛇紋岩の 分布 に っ い て も 検討 が な され た。

　 こ の よ うに 磁気探査 は，他 に実施 さ れ る地質調査 ，
ボ ー

リン グ，海底土質採取 お よ び 音波探査 な どの 物理探査 と併
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